佐藤委員（つばさ）
平成26年３月17日
教育長答弁実録
（教育委員会）
（問）学校の図書館利用について
県教育委員会では，この２月，第三次の「子供の読書活動推進計画」を策定した。この策定に当たって実施されたパブリックコメントでは，学校図書館担当職員の有効性を認め，目標を設定した配置，養成・研修の推進を求める意見が多く見られた。

　一方で，本県の小学校における学校図書館担当職員の配置割合は約14パーセントと，島根県のほぼ100パーセント，鳥取県の約93パーセントという状況と比べると，大きく後れを取っている。

　こうした中，読書活動の推進に向けた整備として，学校図書館職員を増員していく必要があると考えるが，教育長の所見を伺う。

（答）

子供の読書活動を推進していく上では，学校図書館の果たす役割は非常に大きく，読書指導などを行う人材を充実していくことは大切であると考えております。
このため，教育委員会といたしましては，各市町において国の財政措置を活用した学校図書館担当職員の配置が促進されますよう，市町教育長会議などの機会を捉えて説明して参りたいと考えております。

